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三沢商業高校  新 舘 倖幸和 
 私たち珠算部は７月２５日に横浜武道館で行われる第７０回全
国高等学校ビジネス計算競技大会に出場します。珠算・電卓の両競
技ともに全国優勝を目標とし日々の練習に取り組んできました。昨
年度は珠算の部で団体８位となり悔いの残る結果となりました。こ
の思いを晴らすために、チーム一丸となって練習に励みます。本番
で実力を十分に発揮することができるよう、残りの期間は常に本番
さながらの緊張感を持って練習することを意識し、自信を持って全
国大会へ臨みたいと思います。 
 今まで支えてくださった先生方や仲間への感謝の気持ちを忘れ
ず、精一杯頑張ってきますので応援よろしくお願いします。 

＜ビジネス計算競技＞ 



 

八戸商業高校  上 沢 春 華 
 私が全国大会で大事にしたいことは全力を尽くすということです。大きな会場の雰囲気にのまれてしまわないよう、自信が
つくまで練習をしようと思います。今の私の実力では全力を出し切ることができても入賞には届かないかもしれませんが、大
会までに１つでも解ける問題が増えれば、自信に繋がり、更に高い目標を持つことができると思います。そのため、他の選手
を意識しすぎず、自分の点数と向き合いながら全国大会まで落ち着いて練習していきたいです。個人総合競技の普通計算や応
用計算と並行して、種目別競技の読上算にも力を入れ、入賞することを目標にします。自分が掲げた目標を必ず達成し、悔い
の残らない大会にしたいです。 

＜ビジネス計算競技＞ 

八戸商業高校  佐 藤 小 春 
 私は全国大会に向けて２つのことを意識して練習していきます。１つは乗算の正答率を上げることです。県予選会のときは
ミスが目立つ結果となりました。これを踏まえて集中して乗算に取り組むようにし、どんな状況でも 100 点をとれるようにし
ます。２つ目は応用計算競技で難しい問題に取り組むことです。全国大会の問題は文章が難しく、読み取るのに時間がかかっ
てしまいます。だからこそ基本のやり方や解式の意味をしっかり理解し、解ける問題を増やしていきます。全国大会に向けて
やるべき課題は数多くありますが、毎日の練習時間を大切にし、大会では自己ベストを出せるように全国大会当日までの練習
に励んでいきます。 

青森商業高校  佐々木 美 羽 
 私は高校に入学してから３年間商業研究部の電卓班に所属し、毎日１問でも多く問題が解けるように一生懸命活動をしてき
ました。そして６月３日に行われたビジネス計算競技大会青森県予選会の個人総合で入賞し、７月に行われる全国大会に出場
することになりました。今までの先輩方も全国大会に出場されていて、１年生の頃から夢だった場に出られることが嬉しく、後
輩にも良い姿を見せることができてとても良かったです。全国大会までに自分が苦手な問題を１問でも多く身に付け、答えを
書いた分しっかり点数を取れるよう練習を頑張っていきたいです。引退まで残り僅かの時間を大切にし、後悔が残らないよう
最後まで諦めず取り組んでいきたいと思います。 

＜ワープロ競技＞ 

三沢商業高校  中 村 浬 玖 
 私たちは６月１０日に行われた第６０回青森県高等学校ワープロ競技大会で、団体優勝し、個人でも５名が入賞することが
できました。全国予選へ向け、自分たちで各々目標を立て、練習を重ねたことで確実に成長することができました。また、大会
が終わり様々な課題も見つかりました。この大会は私たちにとって、まだまだ通過点です。全国大会にはこの課題を克服して
大会に臨みたいと思います。 
 ８月 3 日に行われる全国大会に向けて、支えて下さった先生方、家族、部員全員に感謝の気持ちを忘れず、目標である全国
大会団体３位、個人の部優良賞・佳良賞に入れるよう日々の練習に励んでいきたいと思います。応援よろしくお願いします。 

八戸商業高校  西 村 美 宇 
 今回、全国大会に出場が決まりとても嬉しく思います。今回は、初参加ですので全国レベルがどういうものなのかをしっかり
と見てきたいです。これまでの大会は、団体戦の中に個人戦がありましたが、今回は個人戦のみです。これまでの練習の中で
は、練習問題により打数のばらつきがありました。全国大会では、たとえどんな問題が出題されたとしても、目標打数以下にな
らないように頑張ります。あわせて自分の成長の幅を広げていきたいと思っています。８月の全国大会まであまり時間があり
ませんが、どれだけ打数を伸ばせるかが課題です。日々の練習の１回１回を大事にして「練習は本番の気持ち」で頑張りながら
本番を迎えたいと思います。 

青森商業高校  長谷川 惺 奈 
全国高等学校ワープロ競技大会での目標は正確賞をとることです。そのために、部活動に真剣に取り組み、まずは「１５００

文字以上エラー０」を目指して、頑張りたいと思います。 
 全国大会には、個人で出場するので、部のメンバーがいない分、緊張も大きくなると思います。しかし、周りのペースに飲ま
れることなく自分の中での最高の記録を出せるよう、精いっぱい頑張ります。 
 ワープロ部のメンバーや顧問の先生方の期待に応えられるように全力を尽くして、青森県の代表として恥じない結果を出し、
自分の目標を達成できるように競技に挑みたいと思います。 

＜情報処理競技＞ 

八戸商業高校  沼 澤 獅 音 
６月１０日全国情報処理競技大会青森県予選会が三沢商業高等学校で行われました。私たちは、この大会での優勝を目指し、

練習を連日行ってきました。結果としては団体優勝を勝ち取り、全国大会への切符を掴むことができましたが、成績を見てみれ
ば２位との差はわずか４点だけでした。全国大会で良い結果を残すためには、今までとは比べ物にならないほどの努力が必要
になると感じました。 
 東京で行われる全国大会では、私たちが想像している以上のレベルで競い合うことになると思います。全国大会までの残さ
れた短い期間でさらに多くの知識を蓄え、全国大会という舞台で、青森県の代表として、団体での１０位以内入賞を目指してが
んばりたいと思います。 



 

＜情報処理競技＞ 

三沢商業高校  小笠原 明 音 
 私たちは、７月２３日に日本大学で行われる第３５回全国高等学校情報処理競技大会へ出場してきます。予選の結果は、団
体２位という悔しい結果でした。目標としていた団体優勝はかないませんでしたが、全員が一生懸命取り組み、過去最高点数
を取ることができました。個人の方では全国大会の出場権をいただけたので、これからは本番に向け、実力を思う存分発揮し、
上位入賞を目指して勉強を続けていきたいと思います。 
 これまで応援して下さった皆さん、先生方、ありがとうございました。そして、これからも一生懸命取り組んでいきますの
で、応援よろしくお願いします。 

三沢商業高校  和 田 愛結菜 
 今回の大会では団体が 2 位という悔しい結果でした。しかし、２名が個人で全国大会に出場することになりました。全国大
会へ向けて、今回の大会で見つかった課題を、残りの時間を有意義に使って改善をしたいと思います。全国大会に出場できる
ということへの、感謝の気持ちを忘れず、全力を出せるように頑張りたいと思います。応援よろしくお願いいたします。 

＜簿記競技＞ 

インターハイ出場 

卓球女子インターハイ出場 
青森商業高校 ３年 新 山 暖 華 

 今年度のインターハイは、学校対抗ベスト４、ダブルスベ
スト８、シングルベスト１６を目標に戦いたいと思います。
昨年は思うような結果が出せず、悔しさを味わったので今回
こそは強豪校を倒して良い結果を残せるように頑張りたい
です。そのためには、チーム全体の実力を挙げていく必要が
あると感じています。日々の練習で切磋琢磨し合い技術を高
めていくのはもちろん、チーム内でコミュニケーションをし
っかり取り、チームの団結力もつけていきたいと思います。
インターハイまで残された時間は多くないので、全員が自信
を持って自分たちらしい最高のプレーができるように、部員
同士で励まし合いながら練習を一生懸命頑張ります。 

弓道女子団体インターハイ出場 
青森商業高校 ３年 柿 崎 七 彩 

 私たち弓道部は優勝を目指し、高校総体に臨みました。練習
した成果が無事発揮され、優勝することができました。そし
て、インターハイ出場の権利を獲得しました。支えてくれた仲
間や応援してくれた方々には感謝の気持ちでいっぱいです。 
インターハイは８月３日から６日にかけて北海道にある真

駒内セキスイハイムアイスアリーナで行われます。上位に残
るのが、私たちの目標です。昨年は予選を通過し、トーナメン
トに上がることができましたが、１回戦で敗退となりました。
昨年と異なるメンバーとなりますが、あの悔しい思いを晴ら
すべく、チーム一丸となって日々の稽古に取り組みたいです。 

レスリングインターハイ出場 
青森商業高校 ２年 浅 田 心 穏 

 私は、インターハイという大会に初めて参加します。インタ
ーハイは自分よりレベルの高い人が集まっていて、勝つこと
がとても難しい大会だと思います。しかし、インターハイ出場
の切符を得たからには、まずは１回戦突破を目標に頑張って
きます。インターハイに向けては、自分が不得意なタックルに
入れられてからの守りや、相手の投げ技への対処をしっかり
と確認して試合に臨みます。また、約１年間練習や大会で積み
重ねてきた経験を活かして、全力で相手にぶつかります。そし
て、今年のインターハイを充実した内容にし、次の大会に繋げ
ていきます。 

青森商業高校  
青商ビジネスチャレンジ with 台湾事業 

昨年度より庁内ベンチャー事業「青商ビジネスチャレンジ

with台湾事業」がスタートしました。今年度は７月２８日（金）・

２９日（土）に日本販売実践「台湾祭」を実施します。台湾祭

は県内の商業高校と連携して実施します。台湾祭に向けて生徒

実行委員会をオンラインで２回実施し、各校の進捗状況の報告

や意見交換を行い活発に活動しています。また、台湾祭への出

店商談など生徒自ら行い主体的な学びへと結びついていると

思います。台湾祭まで残り少なくなってきましたが、各校と協

力して成功させて欲しいと思います。 

八戸商業高校 
SE（システムエンジニア）講座 ６月１５・１６日 

八戸市でアプリ開発やＷｅｂコンサルティングを行って

いる（株）アイティコワークの方から今年度もご協力をいた

だき、情報処理科２、３年生を対象に実施しました。情報処

理科の課題研究では地域住民がより良い生活を送れるよう、

アプリの開発やＷｅｂサイトの制作を行っています。本講座

を通じて、つまずきを解消するためのご助言をいただきまし

た。 

「あおもり創造学」講演会    ６月７日 

 
 八戸市で活動されている

建築家・高砂充希子氏と「ト

セノイエ」オーナー・鈴木美

朝氏から本校 2 年生が「好き

なことでまちづくり」と題し

てご講演いただきました。八

戸市の現状と課題に対して

のアプローチの方法や視野

を広げる重要性などを教え

ていただきました。 


